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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
  
商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2024年10月18日まで（2014年12月11日設定）

運用方針 

米国高格付債券マザーファンド受益証券への
投資を通じて、主として米国国債、連邦政府
抵当金庫（ジニーメイ）の保証が付されてい
る米国不動産担保証券、およびその他これら
と同等の信用力を有すると判断される米ドル
建て債券（米国政府機関債および国際機関債
ならびに米国不動産担保証券をいいます。）に
投資を行います。マザーファンド受益証券の
組入比率は高位を維持することを基本としま
す。デュレーション調整等のため、先物取引
等を利用し債券の実質投資比率が100％を超
える場合があります。実質組入外貨建資産に
ついては、原則として為替ヘッジを行い為替
変動リスクの低減をはかります。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

米国高格付債券マザーファンド
受益証券を主要投資対象とします。

マ ザ ー
ファンド 

米国国債および米国国債と同等
の信用力を有すると判断される
米ドル建て債券を主要投資対象
とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等
を勘案して委託会社が決定します。ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わな
いことがあります。なお、第２計算期末まで
の間は、収益の分配は行いません。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」

の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。   

 

運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド
＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

 

愛称：ＵＳトップ ヘッジあり 

 
 

第１期（決算日：2015年１月19日） 

第２期（決算日：2015年２月18日） 

第３期（決算日：2015年３月18日） 

第４期（決算日：2015年４月20日） 

 
 

 
 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 米国高格付債券

ファンド＜為替ヘッジあり＞(毎月決算型)(愛称：

ＵＳトップ ヘッジあり）」は、去る４月20日に第４期

の決算を行いましたので、法令に基づいて第１期～

第４期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 
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三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

本資 料の表記にあ たって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合

計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ米国債インデックス
（円ヘッジ・円ベース）

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2014年12月11日 10,000 － － 10,000 － － － 990

１期(2015年１月19日) 10,111 － 1.1 10,187 1.9 87.1 － 1,089

２期(2015年２月18日) 9,924 － △1.8 10,023 △1.6 87.9 － 1,182

３期(2015年３月18日) 9,979 10 0.7 10,082 0.6 90.2 － 1,222

４期(2015年４月20日) 10,097 10 1.3 10,194 1.1 94.3 － 1,240
 
（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注）設定日の総資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注）基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注）シティ米国債インデックス（円ヘッジ・円ベース）は、Citigroup Index LLCにより開発、算出および公表されている、米国の国債の

総合収益率を指数化した債券インデックスです。 

（注）外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 



品 名：01_90003_261099_004_06_三菱 UFJ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）_587312.docx 

日 時：2015/6/2 14:16:00 

ページ：2 

 

― 2 ― 

三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ米国債インデックス
（円ヘッジ・円ベース）

債   券 
組 入 比 率 

債   券
先 物 比 率

 騰 落 率  騰 落 率

第１期 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％

2014年12月11日 10,000 － 10,000 － － －

12月末 10,003 0.0 9,990 △0.1 96.1 －

(期  末)  

2015年１月19日 10,111 1.1 10,187 1.9 87.1 －

第２期 

(期  首)  

2015年１月19日 10,111 － 10,187 － 87.1 －

１月末 10,159 0.5 10,222 0.3 89.7 －

(期  末)  

2015年２月18日 9,924 △1.8 10,023 △1.6 87.9 －

第３期 

(期  首)  

2015年２月18日 9,924 － 10,023 － 87.9 －

２月末 9,997 0.7 10,087 0.6 94.1 －

(期  末)  

2015年３月18日 9,989 0.7 10,082 0.6 90.2 －

第４期 

(期  首)  

2015年３月18日 9,979 － 10,082 － 90.2 －

３月末 10,049 0.7 10,139 0.6 94.4 －

(期  末)  

2015年４月20日 10,107 1.3 10,194 1.1 94.3 －
 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首（設定日）比。 

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

○１万口当たりの費用明細 (2014年12月11日～2015年４月20日) 

項 目 
第１期～第４期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 43  0.426 (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (20)  (0.207) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (21)  (0.204) 分配金・償還金・換金代金支払等の事務手続き、交付運用報告書等の送付､
購入後の説明・情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016) 投資信託財産の保管・管理､運用指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006  (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.002) 外国での資産の保管等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.003) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 44   0.432   

作成期中の平均基準価額は、10,052円です。  

 
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注）消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2014年12月11日～2015年４月20日) 

 

銘 柄 
第１期～第４期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円
米国高格付債券マザーファンド 1,175,953 1,177,300 － －
 
 
 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

○利害関係人との取引状況等 (2014年12月11日～2015年４月20日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）＞ 

区       分 

第１期～第４期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替先物取引 3,363 2,198 65.4 4,533 2,291 50.5

 
 
 

＜米国高格付債券マザーファンド＞ 

区       分 

第１期～第４期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 3,070 517 16.8 19 8 42.1

平均保有割合 45.6%   
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況  

設定時残高（元本） 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高（元本） 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  

990 － － 990 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2015年４月20日現在) 

 

銘 柄 
第４期末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円

米国高格付債券マザーファンド 1,175,953 1,198,297
 
 

 

マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。 
 

親投資信託残高 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2015年４月20日現在) 

項 目 
第４期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

米国高格付債券マザーファンド 1,198,297 96.4

コール・ローン等、その他 44,791 3.6

投資信託財産総額 1,243,088 100.0
 
（注）米国高格付債券マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（3,094,467千円）の投資信託財産総額（4,784,043千円）に

対する比率は64.7％です。 

（注）外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝118.94 円    

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第１期末 第２期末 第３期末 第４期末 

2015年１月19日現在 2015年２月18日現在 2015年３月18日現在 2015年４月20日現在

  円 円 円 円

(A) 資産 2,114,669,354  2,317,537,627  2,378,607,175   2,416,576,244  

 コール・ローン等 33,407,756  56,085,078  58,016,737   41,955,650  

 米国高格付債券マザーファンド(評価額) 1,045,782,396  1,142,977,967  1,188,805,616   1,198,297,052  

 未収入金 1,035,479,147  1,118,474,490  1,131,784,732   1,176,323,483  

 未収利息 55  92  90   59  

(B) 負債 1,025,003,235  1,134,909,952  1,156,116,792   1,176,044,054  

 未払金 1,023,686,486  1,132,789,344  1,153,790,455   1,173,487,712  

 未払収益分配金 －  －  1,225,072   1,228,661  

 未払解約金 －  993,343  －   －  

 未払信託報酬 1,311,750  1,122,985  1,097,087   1,322,644  

 その他未払費用 4,999  4,280  4,178   5,037  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,089,666,119  1,182,627,675  1,222,490,383   1,240,532,190  

 元本 1,077,664,264  1,191,645,399  1,225,072,836   1,228,661,572  

 次期繰越損益金 12,001,855  △    9,017,724  △    2,582,453   11,870,618  

(D) 受益権総口数 1,077,664,264口 1,191,645,399口 1,225,072,836口 1,228,661,572口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,111円 9,924円 9,979円 10,097円
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三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第１期 第２期 第３期 第４期 

2014年12月11日～
2015年１月19日 

2015年１月20日～
2015年２月18日 

2015年２月19日～ 
2015年３月18日 

2015年３月19日～
2015年４月20日 

  円 円 円 円

(A) 配当等収益 2,133  2,071  2,564   2,311  

 受取利息 2,133  2,071  2,564   2,311  

(B) 有価証券売買損益 12,275,057  △20,983,394  8,898,662   16,982,582  

 売買益 12,448,759  8,910,986  43,643,603   24,915,882  

 売買損 △   173,702  △29,894,380  △34,744,941   △ 7,933,300  

(C) 信託報酬等 △ 1,316,749  △ 1,127,265  △ 1,122,865   △ 1,327,681  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 10,960,441  △22,108,588  7,778,361   15,657,212  

(E) 前期繰越損益金 －  10,950,360  △11,144,133   △ 4,589,414  

(F) 追加信託差損益金 1,041,414  2,140,504  2,008,391   2,031,481  

 (配当等相当額) (          72) (   1,249,040) (   1,712,112)  (   1,788,263) 

 (売買損益相当額) (   1,041,342) (     891,464) (     296,279)  (     243,218) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 12,001,855  △ 9,017,724  △ 1,357,381   13,099,279  

(H) 収益分配金 －  －  △ 1,225,072   △ 1,228,661  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 12,001,855  △ 9,017,724  △ 2,582,453   11,870,618  

 追加信託差損益金 1,041,414  2,140,504  2,008,391   2,031,481  

 (配当等相当額) (      72,084) (   1,334,661) (   1,743,682)  (   1,791,860) 

 (売買損益相当額) (     969,330) (     805,843) (     264,709)  (     239,621) 

 分配準備積立金 10,960,441  11,598,286  12,179,407   12,977,318  

 繰越損益金 －  △22,756,514  △16,770,251   △ 3,138,181  
 
（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 
＜注記事項＞ 
①設定年月日 2014年12月11日 

設定元本額 990,000,000円 
作成期中追加設定元本額 241,670,011円 
作成期中一部解約元本額 3,008,439円 

②分配金の計算過程 

 第３期 第４期 

費用控除後の配当等収益額 A 1,820,843円 2,030,367円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の 
有価証券売買等損益額 

B －円 －円 

収益調整金額 C 1,743,682円 1,791,860円 

分配準備積立金額 D 11,583,636円 12,175,612円 

当ファンドの分配対象収益額 E＝A＋B＋C＋D 15,148,161円 15,997,839円 

当ファンドの期末残存口数 F 1,225,072,836口 1,228,661,572口 

１万口当たり収益分配対象額 G＝E／F＊10,000 123円 130円 

１万口当たり分配金額 H 10円 10円 

収益分配金金額 I＝F＊H／10,000 1,225,072円 1,228,661円 
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三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第３期 第４期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円
 
（注）信託約款の規定にしたがい、第２期までの収益分配は行っていません。 

◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻

金（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復

興特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択すること

もできます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※2014年１月１日より、少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」がご利用になれます。ＮＩＳＡをご利用の場合、毎年、年間100

万円の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所得が５年間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社にお問

い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 

［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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米国高格付債券マザーファンド291022 

米国高格付債券マザーファンド 

《第１期》決算日2015年４月20日 

[計算期間：2014年12月11日～2015年４月20日] 

「米国高格付債券マザーファンド」は、４月20日に第１期の決算を行いました。 
以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第１期の運用状況をご報告申し上げます。 

 

運 用 方 針 

主として米国国債、連邦政府抵当金庫（ジニーメイ）の保証が付されている米国不動
産担保証券、およびその他これらと同等の信用力を有すると判断される米ドル建て債
券（米国政府機関債および国際機関債ならびに米国不動産担保証券をいいます。）に投
資を行います。金利や物価の動向、経済情勢や投資環境等を勘案してポートフォリオ
を構築します。デュレーション調整等のため、先物取引等を利用し債券の実質投資比
率が100％を超える場合があります。組入外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行いません。 

主 要 運 用 対 象 
米国国債および米国国債と同等の信用力を有すると判断される米ドル建て債券を主要
投資対象とします。 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 

 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ米国債インデックス
（ 円 ベ ー ス ） 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

 
期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2014年12月11日 10,000 － 372.66 － － － 970

１期(2015年４月20日) 10,190 1.9 379.62 1.9 97.6 － 3,132
 
（注）設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注）基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 
（注）シティ米国債インデックス（円ベース）は、Citigroup Index LLCにより開発、算出および公表されている、米国の国債の総合収益率

を指数化した債券インデックスです。 
（注）外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国高格付債券マザーファンド

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ米国債インデックス
（ 円 ベ ー ス ）

債   券 
組 入 比 率 

債   券
先 物 比 率

 騰 落 率  騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％
2014年12月11日 10,000 － 372.66 － － －

12月末 10,151 1.5 375.98 0.9 97.7 －

2015年１月末 10,136 1.4 376.90 1.1 93.1 －

２月末 10,066 0.7 376.33 1.0 97.6 －

３月末 10,216 2.2 380.40 2.1 96.8 －

(期  末)   
2015年４月20日 10,190 1.9 379.62 1.9 97.6 －

 
（注）騰落率は設定日比。 
（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
 
 
 

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 
◎基準価額の動き 

基準価額は設定時に比べ1.9％の上昇となりま

した。 
 

  
（注）参考指数は設定時の値をファンド基準価額と同一になるよう

指数化しています。 

●投資環境について 
◎債券市況 

世界経済の先行き不透明感が高まったことや先

進国のインフレ期待の低下などから米国金利は低

下（債券価格は上昇）しました。 
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米国高格付債券マザーファンド

◎為替市況 
米ドルは2014年12月のＦＯＭＣ（米連邦公開市

場委員会）で2015年の利上げ観測が高まったこと

などから円に対して上昇（円安）する局面もあり

ましたが作成期を通じてみるとほぼ横ばいとなり

ました。 
 

 
 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・当ファンドは、米国国債および米国国債と同等

の信用力を有すると判断される米ドル建て債券

を主要投資対象とし、安定した利子収入の確保

と信託財産の着実な成長をめざし、運用を行い

ました。 

・設定時においては、ファンドの利回り向上を狙

い、国債に対するスプレッド（利回り格差）の

厚いＭＢＳ（不動産担保証券）を中心に国債を

組み合わせて運用を行い、ＭＢＳの組入比率を

多めとしました。2015年３月上旬にＦＯＭＣ（米

連邦公開市場委員会）を控えて、債券市場のボ

ラティリティ（価格の変動性）が上昇すること

を見込み、ＭＢＳの組入比率を引き下げて、国

債の組入比率を引き上げました。その後、３月

下旬以降は、債券市場のボラティリティが低下

する展開を想定し、再びＭＢＳの組入比率を引

き上げて、国債の組入比率を引き下げました。

なお、組み入れているＭＢＳは全て連邦政府抵

当金庫（ジニーメイ）の保証が付されている米

国不動産担保証券です。 

・先進国のインフレ期待の低下を背景に金利は低

下しやすい展開を想定し、ファンドのデュレー

ション（平均回収期間や金利感応度）は期を通

じて参考指数比長めを維持しました。 

・前記の運用の結果、債券利子収入を享受した他、

米国金利が低下したことなどがプラス要因とな

り、基準価額は上昇しました。なお、円・ドル

為替市況が設定時に比べ、ほぼ横ばいとなった

ため、為替の影響は限定的となりました。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 

米国金利は、もみ合いながらも金利低下余地を

探る展開が想定されます。雇用の改善基調が続く

中、ガソリン価格の下落などを受けて家計のセン

チメントは高い水準が維持される見込みから、個

人消費中心に米国経済は当面底堅く推移するもの

と考えます。一方で、設備投資の動きが弱めの伸

びになるなど企業景況感の改善には減速感も見ら

れます。また、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）

の注目する賃金動向などのデータは緩慢な伸びに

とどまっていることや足下のインフレ期待の伸び

悩みから、利上げ開始時期の見通しに関しては不

透明感が残り、金利上昇の抑制要因となると考え

ます。 

 

◎今後の運用方針 
・組入比率 

安定した利子収入の確保をめざし、引き続き高

位組み入れを維持する方針です。 

・種別構成 

ファンドの利回り向上の観点から、ＭＢＳの組

入比率を参考指数比多めとする方針です。 

・デュレーション 

米国の今後の金融政策、グローバルな景気動向

などを睨みながら、機動的に操作する方針です。 
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米国高格付債券マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2014年12月11日～2015年４月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

 
 

円 ％  

（a） そ の 他 費 用 0  0.003 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.002) 外国での資産の保管等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 0   0.003   

期中の平均基準価額は、10,142円です。  

 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2014年12月11日～2015年４月20日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 

国 

  千アメリカドル 千アメリカドル 
アメリカ 国債証券 19,369 9,767 

 特殊債券 36,521 20,291 
  (   274)

 
（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注）( )内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2014年12月11日～2015年４月20日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 3,070 517 16.8 19 8 42.1

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

利害関係人との取引状況 

公社債 
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米国高格付債券マザーファンド

○組入資産の明細 (2015年４月20日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千アメリカドル 千アメリカドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

アメリカ 24,339 25,700 3,056,810 97.6 － 97.6 － －

合 計 24,339 25,700 3,056,810 97.6 － 97.6 － －
 
（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
 
(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千アメリカドル 千アメリカドル 千円  

  国債証券 2 T-NOTE 220215 2.0 2,700 2,770 329,517 2022/２/15

   2.25 T-NOTE 241115 2.25 3,600 3,728 443,504 2024/11/15

   3 T-BOND 441115 3.0 2,550 2,817 335,143 2044/11/15

   6.25 T-BOND 300515 6.25 250 382 45,473 2030/５/15

  特殊債券 2.5 G2 MA0623 421220 2.5 1,963 1,969 234,250 2042/12/20

   3 G2 MA2444 441220 3.0 981 1,019 121,281 2044/12/20

   3 G2 MA2520 450120 3.0 989 1,027 122,264 2045/１/20

   3 G2 MA2600 450220 3.0 1,987 2,064 245,527 2045/２/20

   3.5 G2SF TBA NM 450501 3.5 6,500 6,868 816,929 2045/５/１

   4 G2 MA2522 450120 4.0 986 1,058 125,954 2045/１/20

   4.5 G2 4598 391220 4.5 913 993 118,181 2039/12/20

   4.5 G2 4854 401120 4.5 917 998 118,780 2040/11/20

合 計 3,056,810  
 
（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
 

○投資信託財産の構成 (2015年４月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

公社債 3,056,810 63.9

コール・ローン等、その他 1,727,233 36.1

投資信託財産総額 4,784,043 100.0
 
（注）期末における外貨建純資産（3,094,467千円）の投資信託財産総額（4,784,043千円）に対する比率は64.7％です。 

（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝118.94円    
 

外国公社債 
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米国高格付債券マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2015年４月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 4,800,693,518  

 コール・ローン等 886,417,842  

 公社債(評価額) 3,056,810,411  

 未収入金 843,104,746  

 未収利息 9,560,083  

 前払費用 4,800,436  

(B) 負債 1,668,017,704  

 未払金 1,668,017,704  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,132,675,814  

 元本 3,074,317,503  

 次期繰越損益金 58,358,311  

(D) 受益権総口数 3,074,317,503口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,190円
 
＜注記事項＞ 

①設定元本額 970,275,000円 

期中追加設定元本額 2,115,204,078円 

期中一部解約元本額 11,161,575円 
 

○損益の状況 (2014年12月11日～2015年４月20日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 17,299,528  

 受取利息 17,299,528  

(B) 有価証券売買損益 25,707,165  

 売買益 45,059,365  

 売買損 △19,352,200  

(C) 保管費用等 △    72,812  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 42,933,881  

(E) 追加信託差損益金 15,669,333  

(F) 解約差損益金 △   244,903  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 58,358,311  

 次期繰越損益金(Ｇ) 58,358,311  
 
（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。 

 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジなし＞（毎月決算型）1,898,363,575円 

三菱ＵＦＪ 米国高格付債券ファンド＜為替ヘッジあり＞（毎月決算型）1,175,953,928円 

合計                               3,074,317,503円 
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